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4TSUNAGU GROUP HOLDINGS Inc.

第3四半期 業績 第3四半期業績 ハイライト

第3四半期において、過去最高売上高・営業利益・営業利益率を達成

⚫ スタッフィング事業が大幅に売上伸長（YoY+35%）

⚫ 固定費比率を下げ、筋肉質な収益構造へ（YoY-2.5pt）

売上高

Yo Y  1 5 . 7 %

3,800百万円

営業利益

Yo Y  1 1 6 0 . 3 %

132百万円

営業利益率

Yo Y  + 3 . 2 p t

3.5 %
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第3四半期 業績 第3四半期業績 概要

第3四半期において、過去最高売上高・営業利益・営業利益率を達成。

スタッフィング事業が大幅に売上伸長（YoY+35%）。

第3四半期 連結業績

実績（百万円） 利益率 YoY

売上高 3,800 - 15.7%

売上高総利益 1,641 43.2% 13.0%

EBITDA ２１２ - １２１．９%

営業利益 132 3.5% 1160.3%

経常利益 139 3.7% 1352.8%

当期純利益 84 2.2% 1482.0%

第3四半期

実績（百万円） YoY

売上高 2,880 10.6%

セグメント利益 1２６ 467.7%

第3四半期

実績（百万円） YoY

売上高 983 35.4%

セグメント利益 7 －

‐ ヒューマンキャピタル事業

‐ スタッフィング事業

※ サ ー ビ ス 別 詳細 については 、 売 上 計上区分は監査法人との調整中 。 通 期決算発表よ り 開示予定とさせ てい ただ きま す 。

対 象 領 域 ： R P O ( 採 用 代 行 ・ 採 用 コ ン サ ル テ ィ ン グ ） 、 D X リ ク ル ー テ ィ ン グ 、
セ グ メ ン ト メ デ ィ ア 、 そ の 他 （ 外 国 人 雇 用 支 援 ・ 定 着 支 援 ・ B P O 等 ）

対 象 領 域 ： 派 遣 ・ 紹 介 、 コ ン ビ ニ （ 派 遣 ス タ ッ フ の 研 修 店 舗 を 兼 ね た 店 舗 運 営 ）
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第3四半期 業績 スタッフィング事業 株式会社LeafNxT四半期業績推移

人材派遣事業を中心に毎四半期ごと売上成長を実現し、

第3四半期は前年同四半期比で約3倍の伸長と黒字化を達成。

42.0

110.7

170.3

224.7

314.9 322.4

-6.1 -19.6 -21.5 -28.4 -11.5

0.6

FY22_2Q 3Q 4Q FY23_1Q 2Q 3Q

+191.2%
売上高 営業利益 （百万円）

合弁会社化

※株式会社 L e a f N x T は 2 0 2 2 年 3 月 1日 に日綜工産株式会社と合弁会社化
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第3四半期 業績 連結売上高  四半期推移

サービス業を中心に引き続きニーズ堅調。二桁成長を継続。

2,211
2,499 2,506 2,507

3,285

3,800

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3

+15.7%

（百万円）

FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23
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第3四半期 業績 連結営業利益・連結営業利益率  四半期推移

収益構造改革がさらに進み、営業利益率  前年同期比3.2ptの改善。

51 65

-245
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Q2

2.6%

Q3 Q4 Q1 Q2

-9.8%

Q3 Q4 Q1 Q2

1.3%

Q1 Q4 Q1 Q2

0.3%

Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

3.5%

2.3%

Q3Q3 Q4 Q1

33

132

Q3

+3.2pt
営業利益率

営業利益

（百万円）

FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23
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第3四半期 業績 収益構造 四半期推移

固定費比率 前年同期比2.5ptの改善。より筋肉質な収益構造へ。

28.9

36.8

27.9
25.4

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3

25.1

32.9

38.0
-2.5pt

限界利益率 固定費率 売上高 （億円）

FY21 FY22 FY23

（％）

※弊社管理会計上の数値
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通期 業績進捗 通期 業績進捗

通期業績は順調に推移。現時点で予想に変更なし。

今後、修正の必要があれば速やかに開示。

通期 連結業績予想

予想（百万円） 利益率 YoY

売上高 14,700 - 15.6%

EBITDA 710 - 3０.８%

営業利益 400 2.7% 85.6%

経常利益 400 2.7% 87.8%

営業利益

EBITDA

経常利益

売上高

4.0億円3.8億円 97%

7.1億円6.2億円 88%

4.0億円3.9億円 99%

147億円76%111.8億円

通期予想

第3四半期累計  通期業績進捗

97%

第3四半期累計 実績

修正前予想6.4億円

修正前予想3.3億円



12TSUNAGU GROUP HOLDINGS Inc.

通期 業績進捗 第3四半期累計  事業KPI進捗

5項目中3項目達成。売上高≠ARPUの課題が顕在化。

営業利益

3 0 9
百 万 円

3 8 7百万円

〇
目標

実績

営業利益率

3 . 5 %

2 . 7 4 % 〇
目標

実績

売上高

1 1 , 1 8 8百万円

1 1 . 2 5 2
百 万 円

△
目標

実績

取引社数
*窓口数

1 1 , 0 41社

1 . 1 万 社 〇
目標

実績

1 . 0百万円

1 . 0
百 万 円

△
目標

実績

ARPU

= ✖

= ✖
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通期 業績進捗 外部環境変化と継続的成長

2023年後半から～2025年 雇用におけるパラダイムシフトが起こる。

外部環境変化

‐ 最低賃金  全国平均時給1 ,000円突破へ

‐ 年間時間外労働の上限の制限へ

‐ 続く原材料高騰と円安

‐ 加速する人口・労働力人口減少

‐ 人的資本の情報開示が義務化

‐ 増え続ける日本への海外旅行者

‐ 2025年大阪万博の開催

‐ 海外と比較して伸びない日本の賃金水準

‐ AIの一般化とさらなるDX推進・浸透

目の前に迫る

GAME CHANGE
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通期 業績進捗 外部環境変化と継続的成長

環境変化対応と顧客提供価値向上のため、第４四半期に複数投資・施策を実施。

21

111

11

15

18

21

25

人材採用

教育研修

システム導入・開発

事業開発

マーケティング

計

その他

第４四半期 追加投資予定

人
的
資
本
投
資

事
業
投
資

（百万円）

成長施策

グローバル領域を強化。さらに加速。

外国人採用・人事における総合支援

サービス「グローバルワークフォース」

パイロット版を2 3年8月よりスタート。

F Y 2 4に本格的始動、 F Y 2 5に5 0社

との取引を目指す。

株式会社H e l t eに出資（２０２3年8月

9日） 。従来の外国人の就業支援企業とは

一線を画すH e l t e社との業務提携に

より、顧客への提供価値向上を目指す。
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通期 業績進捗 貸借対照表と自己資本比率推移

自己資本比率目標35%に向けて順調に推移。

流動資産

2.886

固定資産

1,９23

流動負債

2,125

純資産

1,747

固定負債
937

（百万円）（4,810）

貸借対照表

※百万円未満切り捨てのため、左右の合計値は一致しない。

37.8

18.1

34.2

5

10

15

20

25

30

35

40

13.5

27.5

21.7

FY21 FY23FY1８ FY19 FY20 FY22

6月末

自己資本比率推移

（％）
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通期 業績進捗 第3四半期累計  財務KPI進捗

5項目中4項目達成。収益構造改革が進みROIC大幅に伸長。

EVAスプレッド

- 2 . 5 %

2 . 1 %

〇
目標

実績

WACC

8 . 3 %

6 . 2 % △
目標

実績

ROIC

1 0 . 4 %

3 . 7 % ◎
目標

実績

NOPAT

3 0 1百万円

〇
目標

実績

2 , 8 9 8百万円

3 , 1 0 0
百 万 円

〇
目標

実績

投下資本

1 1 3
百 万 円

= ―

= ÷

※財務KPIの各指標は過去4四半期累計として算出
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2023年9月期は増配とし、

1株あたりの年間配当金8円を予定。

（参考／2022年9月期の年間配当金 5円）

株主還元の基本方針：

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要課題としており、

「成長投資の原資を確保した上で、業界平均の配当性向を継続的に行うこと」としております。

通期 業績進捗 株主還元
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会社・事業概要
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1
9

「採用市場のインフラになる」
私達が持つサービスだけでなく、

「低生産性を解決する」「採用・雇用成功を実現する」ための全てのサービスを最適に、

そして、公平性をもって、世の中に“つなぐ、つなげる、つながる。”

結果、イキイキと働く人が増え、職場が活性化し、そして日本が元気になる。

そのような社会実現の一助となるべく、

私達は一日一日を、一つひとつの取り組みをしっかりと努め続けます。

私達は社会にとって無くてはならない存在、「採用市場のインフラ」企業を目指します。

経営理念

「つなぐ、つなげる、つながる。」
一人ひとりが何かと何かをつなぐ事で、何かを変える大きな力になる。

そして、その一つの“つながり”を、また別の“つながり”につなぐことで、

世の中を前に進める大きな力になる。

人と企業、人と人、企業と企業、過去から現在、現在から未来を「つなぐ、つなげる、つながる。」

働く人たちがもっとイキイキと働き、結果、企業がもっと成長し、面白い仕事を増やす。

そして社会がもっと元気になる。

企業や人の、それぞれのありたい姿が実現する。

その社会実現にむけて、私たち一人ひとりが、一つひとつの“つながり”をつなげていきます。

企業理念

会社・事業概要 企業理念・経営理念
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ツナググループは

「2030年労働需給GAP解消」を目指す、

ソリューションカンパニーです。

私たちは社会課題解決のインパクト最大化を目指します。
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「労働需給GAP解消」には複数の施策を実行する必要がある。

＊1

会社・事業概要 ツナググループが解決すべき社会課題
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FY08→FY22

CAGR+32%

会社・事業概要 沿革・売上高推移

11 12FY07 1008 09 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23（予）

※●重要トピック ●M&A等による子会社化

（百万円）

52 272 342 491 742 1,124
1,582

2,348
3,127

5,087

6,976

8,669

10,617

12,099

11,026

12,721

⚫東証マザーズ市場に上場

⚫東証市場第一部に市場変更

⚫外国人採用支援事業

⚫ＨＲｔｅｃｈ事業

⚫WEB開発事業

⚫求人情報メディア事業

⚫人材定着・活躍支援事業

⚫求人情報メディア事業

14,700

30

創業以来順調に成長。2030年需給GAP解消に向けてさらに成長を加速。
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会社・事業概要 ツナググループのバリューチェーンと成長の源泉

募集ﾆｰｽﾞ

発生

手段選定

原稿確認

入稿手配

応募受付

面接設定

面接

採否連絡

入社

入社手続

定着

戦力化

退職手続

RPO＆コンサルティング

を中心にあらゆる

ソリューション

を開発・提供

Tsunagu Group Only 

BIG DATA & Know-How

“TSUNAgram”

収集・蓄積

“Value”

分析・統合

解析・施策

戦略・運用

改善・対策

提供

Unique（独自性） Foresight（先見性） Method（モデル構築）
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会社・事業概要 主な顧客

アマゾンジャパン 合同会社 様

株式会社 ＡＯＫＩホールディングス 様

イオンリテール 株式会社 様

ウエルシア薬局 株式会社 様

株式会社 エイジス 様

エイジスマーチャンダイジングサービス 株式会社 様

ＥＮＥＯＳ 株式会社 様

株式会社 ENEOSフロンティア 様

株式会社 王将フードサービス 様

株式会社 カスミ 様

株式会社 クスリのアオキ 様

佐川急便 株式会社 様

株式会社 サンマルクホールディングス 様

シモハナ物流 株式会社 様

スターバックス コーヒー ジャパン 株式会社 様

株式会社 セブン-イレブン・ジャパン 様

株式会社 大創産業 様

大和ライフネクスト 株式会社 様

タペストリー・ジャパン 合同会社 様

株式会社 出前館 様

トヨタ・コニック・プロ 株式会社 様

日総工産 株式会社 様

日本ケンタッキー・フライド・チキン 株式会社 様

パーク２４ 株式会社 様

パーソルプロセス＆テクノロジー 株式会社 様

ハーベスト 株式会社 様

パナソニック エイジフリー 株式会社 様

株式会社 FOOD & LIFE COMPANIES 様

株式会社 フォーシーズ 様

福山通運 株式会社 様

本田技研工業 株式会社 様

株式会社 メガネトップ 様

株式会社 メディカル・プラネット 様

株式会社 メフォス 様

ヤマト運輸 株式会社 様

合同会社 ユー・エス・ジェイ 様

株式会社 ユニクロ 様

ラルフローレン 合同会社 様

株式会社 リクルートスタッフィング 様

株式会社 流通サービス 様

株式会社 ＬＥＯＣ 様

 など、およそ1万社

２０２２年９月期にお取引いただいた主な顧客企業様 （取引上位顧客企業、50音順表記）

従業員1,000名超規模を中心に多様な業種の企業を支援。
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社 名 株式会社ツナググループ・ホールディングス 所在地 東京都千代田区神田三崎町3丁目1-16 神保町北東急ビル1F・2F

設 立 2007年2月28日 従業員数 グループ合計 6９９名（契約、パートタイム社員含む） / 202２年９月3０日時点

資本金 6９7,256千円 上場市場 東京証券取引所 スタンダード市場（証券コード：6551）

よ ね だ

代表取締役社長 米田  光宏
み つ ひ ろ

1969年大阪府出身。

リクルートグループにて、アルバイト・パート求人メディア

の営業、商品企画、営業企画、マーケティングなどを経て、

アルバイト・パート領域の事業企画責任者に着任。

2007年アルバイトに特化したRPO（採用代行業務）を

提供する株式会社ツナグ・ソリューションズ

（現株式会社ツナググループ・ホールディングス）設立。

スポットワーク協会代表理事。

連結子会社

株式会社ツナググループHC

代表取締役社長

御子柴 淳也

株式会社ツナグ・ソリューションズ

  代表取締役社長

  大久保 雅宏

株式会社ツナグ・マッチングサクセス

  代表取締役社長

  上林 時久

株式会社チャンスクリエイター

  代表取締役社長

  近藤 賢司

株式会社ＬｅａｆＮｘＴ

代表取締役社長

石橋 弘二

ロジHR株式会社

代表取締役社長

玉井 生

会社・事業概要 会社概要
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免責事項

⚫ 当資料に記載された内容は、現在において一般的に認識されている経済・社会等の情勢および

当社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが ､経営環境の変化等の事由により､

予告なしに変更される可能性があります。

⚫ 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる 「見通し情報 」 ( f o r w a r d - l o o k i n g  s t a t e m e n t s )を含み

ます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる

結果を招き得る不確実性を含んでおります。

⚫ それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった

一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

⚫ 今後、新しい情報 ・将来の出来事等があった場合であっても、

当社は、本発表に含まれる 「見通し情報 」の更新 ・修正を行う義務を負うものではありません。

⚫ この資料は皆様の参考に資するため、株式会社ツナググループ・ホールディングス (以下 「当社 」という )の

現状をご理解いただくことを目的として、当社が作成したものです。

将来見通しに関する注意事項

＜IRページ＞
https://tghd.co.jp/ir/

<お問合わせ>
https://tghd.co.jp/ir/inquiry/

注意事項

https://tghd.co.jp/ir/
https://tghd.co.jp/ir/inquiry/
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ツナググループは

「2030年労働需給GAP解消」（社会課題解決）を

目指すソリューションカンパニーです

「つなぐ、つなげる、つながる。」
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